第932回　生物科学セミナー
日時：　　　 6月　6日（水）　　16:40-18:10
演者：  　渡邊　雄一郎　教授
（東京大学大学院総合文化研究科生命環境科学系）
演題：　　　　遺伝子発現制御における
　　　　　　　特異性をもったmRNA分解系の意義 
　発生の進行過程や、環境が変化する際に新たな遺伝子群が発現することがよく知られてい
る。このとき細胞内には、変化以前の種々のmRNAが存在していたはずであり、新たに発現してくる遺伝子とは相容れない機能をもったものもあることが予想される。こうした遺伝子mRNAが、どのように機能抑制を受けるかについては、まだ多くの未知なる機構が潜んでいる。
　われわれは植物ウイルス感染との関連から、RNAサイレンシング機構の解析などをおこなっている。短い20-24塩基長のマイクロRNAにガイドされ、配列特異的に限定された種類の標的mRNAをみいだし、その発現抑制をする。この機構で中核をなすRISC(RNA-induced silencing complex)構造体は特定の配列をもったmRNAのみに作用するendonucleaseとみることができる。　

　他にもmRNAの分解系として5’-3’分解系と3’-5’分解系が知られている。前者の系ではまずmRNAの5’末端構造をはずすdecapping enzymeといわれるDCP1, DCP2が作用し、その後、裸となった5’端からexonucleaseがRNAを分解する。3’-5’分解系の代表としてexosomeとよばれるribonuclease構造体が存在する。こうした系にかかわる分子種からは種をこえた真核生物共通の姿が見えてくる。こうした分解系に関わる因子のノックアウトラインは胚性致死性を示すものが多い。分解すればいいのではなく、統率とれた機能発揮が重要であることを示している。RNA分解系の細胞内での所在、基質mRNAを見いだす特異性についても考察したい。
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